
            「平和の俳句 2」           2026 年 09 月 07 日  

 〈イヤなんだ人が死ぬのも慣れるのも 鈴木恭子（63）浜松市中央区〉戦地での戦死者

の数は隠されている。ロシアのウクライナ侵攻で、ロシア兵は 50 万人くらいが戦死したと

報道されている。これは、磯子区 16 万 5 千人、港南区 21 万 5 千人、栄区 12 万人の 3 区の

住民数の合計と同数である。これだけの数の人が殺されても、戦争は止まない。「殺人」に

慣れてしまったからではないか。心を失う恐ろしいことが、今、世界で起こっている。 

〈歩けるならデモに行きたい鳳仙花 中島知恵子（70）長野県上田市〉私は、よくデモに

行っていた。しかし最近は、抗がん剤の後遺症か、老化のせいか、歩くことが困難になり、

遠出はできず、デモも行けなくなった。毎月 3 日の日、駅前のスタンディングに参加し、

スピーチするのが精一杯である。腹立たしい政治状況を見て、怒り心頭に発することが多

いので、中島さんの思いが痛いように分かる。 

〈泥水を日の丸で濾す救護兵 市山道昭（84）岐阜県関市。泥水を啜るか憲法壊すのか 

小島良太（48）さいたま市中央区〉二人は「泥水」をテーマにしている。日本は兵站を怠

ったため、兵の内 60％が餓死（栄養失調）、病死（薬不足）だったと言われている。市山さ

んは、泥水を日の丸の旗で濾す救護兵を連想し、小島さんは、憲法を壊すと、また泥水を

啜ることになると詠んでいる。誰もが戦争はイヤだと思っている。そのイヤを表わそう。 

〈下痢便を洗い中のコーリャン又食べた 岩田南枝（83）愛知県東浦町〉天皇の玉音放

送があった日、私は 4 歳 4 ヶ月で、全く記憶にない。戦中よりも戦後の記憶が多いのは当

然である。コーリャンという言葉を聞いて、旧満州では常食だったことを思い出す。赤っ

ぽく、消化の悪いトウキビ飯だった。1947 年に帰国し、父の郷里の大分県杵築駅に辿り着

いた時、従弟が、白米の握り飯を持って迎えに来てくれた。その時、食べた握り飯の美味

しかったことが忘れられない。コーリャンと白米の握り飯の対比が私の戦後である。 

〈同い年まなざし感じる学徒兵 尾上美帆（14）東京都中央区〉尾上さんは投句者の中

で一番若いのではないか。彼女は平和学習で沖縄に行った時、同じ 14 歳の少女たちの戦死

した写真を見、彼女たちのまなざしに見入っている。私も、ひめゆり部隊の戦死者として、

並んだ少女たちの写真の目の輝き、綺麗さに魅せられた。彼女たちの悲運が心に沁みた。 

〈老母は言い切った。あれは生きとると 横井のぶ子（81）岐阜県可児市〉石ころが入

った白木の箱を受け取っても、老母の「生きとると」と断言する呟きは理解できる。行方

不明で、戦死とされ、葬式をし、位牌も作った。ところがある日、シベリア抑留から帰宅

した。母は急いで、位牌を隠し、風呂に入ろうと言ったそうだ。彼は大学に行き、結婚し、

二人の娘を授かり、穏やかな晩年を過ごした。奇跡みたいな嬉しい話もある。 

〈満月やゾウ舎に象のゐる温み 山田由美子（68）名古屋市北区〉山田さんは象舎に象の

いる平和を詠んでいるが、戦時中、動物園では餌を与えることができず、猛獣を殺処分し

たことを知っている句である。子どもの教会で、8 月の平和月間に説教を担当した 50 代の

壮年男性が、戦時中、象を餓死させ処分したという話を、途中から涙を流しながら話され

た。大人が泣く姿を見て、子どもたちに戦争の悲劇が伝わった礼拝だったと思い出す。 

〈争いの絶えぬ地球の草を引く 松吉逸子（88）愛知県稲沢市〉21 世紀には、人間は知

恵を持ち、戦争はしないと期待していたが、現実は、松吉さんの言う通り、地球に争いは

絶えない。人の命を顧みない権力者たちの傲慢と愚かさ、それを支えるわが身の無力さが

無念である。我が団地で、93 歳の女性が草取りをし、庭を綺麗にしてくださっている。挨

拶すると、素晴らしい笑顔を返してくれる。彼女を世界の大統領にしたい。 


